
 

学 校 名 等 神戸町立神戸小学校 

実 施 日 時 毎学期１週間 ①平成 29 年 6 月 26 日～6月 30 日 

②11 月 27 日～12 月 1日，③2月 26 日～3月 2日 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 児童４３８人，保護者４２５人 

学習課題（分野） 家庭学習レベルアップキャンペーン 

運営者の願い 

親子で約束を決めて，①生活のリズム（早起き，朝ご飯，早寝）を大切 

にすること，②テレビやゲームの時間を決めて，勉強の時間・内容を充実

させることを願うとともに，子どもとのふれあいを通して大人が頑張りを

ほめることで，子どもたちのやる気アップにつなげたいと考えた。 

学 習 の 内 容 

＜取り組み方法＞ 

 個人カードを配付し，「わたしの頑張り宣言」（めあて）を子どもが決め，それに対する「お

うちの方の応援宣言」を書いてもらう。その後，保護者と相談して，起床時刻，就寝時刻，テ

レビ・ゲームの時間，勉強する時間，勉強する場所，について約束を具体的に決める。  

毎日の取組表を，音読カードに貼って，担任に提出することで，約束や宿題後の自主学習に

取り組む姿を担任もほめ，学級に紹介して意識を高めるようにした。 

 

＜工夫点＞  

 家庭教育学級リーダー研修会で，他校の“ハグ 

週間の取組”を聞き，ぜひ，親子のスキンシップ 

の時間を取り入れたいと考え，「ほめほめタイム」 

を位置付けた。 

「○○がんばったね。」「集中して勉強したね。」 

「～してくれてありがとう。」等の声かけや，ハイ 

タッチやハグ，頭なでなで等の親子のスキンシップ 

を図ったり，取組表に花丸やニコちゃんマークをか 

いたりして，子どもたちのやる気アップを目指せる 

ようにした。 

 

＜「ほめほめタイム」の記入から＞ 

 

 

 

                       お家の方のあたたかいコメントが，子ども

の心にひびき，やる気につながった。  

                      

＜「わたしのふり返り」「お家の方のふり返り」から＞ 

○子ども「自分で決めた約束を，毎日きちんとまもることができてよかったです。」 

 保護者「学校から帰っておやつもそこそこに勉強を始める姿は，とてもすごいです。頑張り

ました。」 

○子ども「1学期の家庭学習レベルアップキャンペーンの時は，あまりできていなかったけれ

ど，今回は○が全てにつけることができたのでよかったです。」 

 保護者「家に帰って来たら，すぐに本読みから宿題からと，勉強が自分からできていて，よ

く頑張れたと思います。」 

○子ども「中学では，さらに早起きをしなければなりません。だから早起きをがんばりたい。

そして，勉強もこのまま続けて目標をもって取り組むように日頃から意識し，続け

たいです。」                                   

 保護者「学習の面では，とても良く頑張っていました。Good！中学になれば，益々忙しくな

りますので，時間を上手に使って頑張ろう！」 

「家庭学習レベルアップ

キャンペーン」 

個人取組カード（6年生） 

 

 

在宅取組型（小学校） 

＜キャンペーンの案内＞ 

 

「ほめほめタイム」

の記入欄 

 

 平成 27 年度から取組

をはじめた在宅取組型の

「家庭学習レベルアップ

キャンペーン」では，親

子のふれあいタイム「ほ

めほめタイム」も好評で，

各家庭のペースで親子の

スキンシップに取り組む

ことが定着してきた。 

 全家庭での取組である

ため，取組表や依頼文に

目安となる学習時間や記

入の仕方の例，スキンシ

ップの例を示して，どの

家庭でも取り組みやすい

ように配慮した結果，殆

どの家庭で積極的に取り

くむことができた。 

 



 


